
事業名 保津川環境学習・ふるさと学習事業

学力向上
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不登校児童
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インクルーシブ
教育

食育の推進

亀岡市 学校・家庭・
地域連携

その他

事業の経過・背景・課題

　本市は、全国初かつ唯一のプラスチック製レジ袋の提供を禁止する条例を制定し、世界に誇れる環境先進都市・
亀岡市を目指している。
　これらの環境への取組は、保津川下りの船頭の環境活動からはじまったものである。環境に関する事前学習を行っ
たのち、亀岡の観光資源でもあるラフティングや保津川下りを活用しつつ通常コースにはない途中下船して川ごみの現
状を知る清掃活動とセットで体験学習を実施する。
　以上のことにより環境について学びを深めるとともにシビックプライドの醸成をはかる。

取組内容 交付実績額: 2,825 千円

問い合わせ先 亀岡市教育委員会教育総務課（0771-25-5052）

　亀岡市立の小・義務教育学校の全4年生を対象にPepperなどを活用した事前学習を実施したのち全員がラフティ
ングを体験する。
　また亀岡市立の全中学校2年生及び義務教育学校の8年生は、環境の取り組みの始まりとなった活動をした船頭
の講演を聞いたのち、保津川下りを体験する。いずれも途中下船し、清掃活動を行うことで、川ごみの現状を学ぶ機
会としている。

事業の成果・今後の展望等

・郷土の観光資源も活用しながら、実際に環境について学ぶ体験をすることで、環境問題について深く学び考え
　る機会となり、今後の取組につながることを大きく期待している。
・天候に大きく左右される事業であるため、予備日の増加や中止の判断の基準を明確にする必要があるが、今
　後亀岡市のみでなく、近隣の学校にも課外活動として利用してもらい、注目してもらうことで、交流も広がると考
　える。


